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〈日程〉 
 
• 11月11日(金)  各種委員会、ポスター発表前半 
• 11月12日(土)  ポスター発表、ビデオ発表、総会・受賞講演、懇親会 
• 11月13日(日)  ポスター発表後半、サイエンスカフェ 
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〈会場案内〉 
新潟大学五十嵐キャンパス 
 

 
 
受付・発表会場（中央図書館1F） 
 

  

グラウンド
グラウンド

体育館

工学部

総合研究棟

←内野駅 西門 中門 正門 新潟大学前駅→

教育学部

駐車場

農学部

情報基盤
センター

厚生
センター

人文学部

理学部

災害・復興
科学研究所

自然科学
研究科

ベンチャー・ビジネス
ラボラトリー

総合教育
研究棟

事務局

保健菅理
センター

現代社会文化
研究科

実務法学研究科
法学部
経済学部

駐車場
新大西門 新大中門 新大正門

受付・発表会場：中央図書館懇親会会場：第1食堂

ローソン

第2食堂

休憩所

休憩所

大会本部
クローク

入口

コーヒー
ラウンジ

受付

ライブラリーギャラリー
（ポスター発表）

ライブラリーホール
（ビデオ発表・総会・受賞講演）

業者展示
入口入口

ポスターボード

ポスターボード

ポスターボード

2Fローソン
連絡通路



 - 5 - 

1. 受付 
• 受付場所：中央図書館ライブラリーホールラウンジ 
• 受付開始時間：11日は12:45から、12日と13日は8:45から開始します。 
• 受付にて名札をお渡ししますので、会場内では名札を着用してください。お帰りの際

には名札ケースを返却ください。 
 
2. クローク 
• コーヒーラウンジ裏の会議室にクロークを設置します。ただし貴重品は各自で管理し

てください。お預けの荷物は当日の利用時間内にお引き取りください。開設時間は以
下の通りです。 

• 11日(金) 12:45-17:30 
• 12日(土)  8:45-17:30 
• 13日(日)  8:45-12:00 
 
3. 休憩場所 
• ライブラリーホールラウンジ（ポスター会場と同じフロア）にて、お茶・お菓子のサ

ービスを行います。ライブラリーホール内には、ふた付きの飲み物のみ持ち込み可能
です。なお、新潟大学構内は、全域禁煙となっています。ご協力ください。 

 
4. 編集委員会・運営委員会 
• ライブラリーホールにて開催されます。編集委員会は13:00-15:00、運営委員会は

15:00-17:00です。 
 
5. 昼食 
• 11日(金) 大学生協第1・2食堂が利用できます、ぜひご利用ください。 
• 12日(土) 大学生協第2食堂のみが利用できます。（営業時間 11:00-14:00） 
• 13日(日) 大学生協が休みです。学内・周辺のコンビニエンスストア、ならびに学外

の食堂をご利用ください。 
 
6. 総会、学会賞表彰式、および受賞講演 
• 12日(土)15:30-17:40、ライブラリーホールにて、総会、日本動物行動学会賞・日高

賞・エディターズチョイスアワード2016（Journal of Ethology論文賞）の受賞者の
表彰式、および受賞者の講演を開催します。会員の方は是非ご参加ください。今年度
の受賞者は以下の通りです。 

• 日本動物行動学会賞 区分（１）「動物の行動に関する新たな現象の発見」 
松本有記雄（国立研究開発法人 水産機構 東北水研 沿岸漁業資源研究センター 
浅海生態系グループ） 
「小型魚類ロウソクギンポにおける雄の強制配偶と雌の対抗戦術」 

• 日本動物行動学会日高賞 
宮竹貴久（岡山大学大学院 環境生命科学研究科） 

• エディターズチョイスアワード2016（Journal of Ethology論文賞） 
鈴木俊貴（総合研究大学院大学進化行動生態学研究室・京都大学生態学研究センター） 

Toshitaka N. Suzuki (2016) Referential calls coordinate multi-species 
mobbing in a forest bird community. Journal of Ethology 34(1): 79-84. 
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7. 懇親会 
• 12日(土)18:00-20:00、五十嵐キャンパス大学生協第1食堂にて開催します。大会会

場から懇親会会場までは徒歩で約1分です。入場には参加者マークのついた名札が必
要です。 

• 当日参加の方も定員に達するまで懇親会の申し込みを受け付けますので、受付にてお
問い合わせください。 

 
8. 託児所 
• 大会期間中、託児所を開設します。９月末以前にお申し込みいただいた方のみご利用

いただけます。 
 
9. 無線LAN 
• 会場では無線LAN (WiFi)が利用できます。利用希望者はパスワードをお渡ししますの

で、受付にお申し出ください。 
 
10. サイエンスカフェ 
• 13日（日）の14:30-16:30に、日本学術会議行動生物学分科会主催のサイエンスカフ

ェを新潟大学駅南キャンパス「ときめいと」で開催します。定員は先着40名となって
おります。 

 
11. 注意事項 
• 新潟大学構内全域は、禁煙となっています。ご協力ください。 
 
12. 会場への経路 
• JRの場合は越後線を利用し、新潟駅から新潟大学前駅まで約20分（240円）、新潟大

学前駅から会場まで徒歩15分です。 
• 新潟交通バスの場合は西小針線（W2系統の新大西門行または内野営業所行）を利用

し、新潟駅前万代口（および古町）から新大正門（西門）まで約45分（470円）です。
大学最寄りのバス停は新大正門・新大中門・新大西門の３つがあります。会場の中央
図書館には新大中門が最も近いですが、他のバス停でもそれほど離れていません。な
お、JR越後線新潟大学前駅最寄りのバス停
である新大入り口～新大正門（西門）間は
100円でバスが乗車できます。JR越後線→バ
スの乗り換えがお得です。 

• JR、バスでは、Suicaおよび「Suica」と相
互利用しているICカードを使用できます。 

• タクシーを利用する場合は、JR内野駅で下
車ください。新潟大学前駅にはタクシー乗り
場はありません。 

※ 原則として、自家用車での来場は、ご遠慮く
ださい 
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• 交通機関の時刻表は下記を参照ください。 
新潟交通バス時刻表: www.niigata-kotsu.co.jp/noriai/noribaannai.shtml 
JR新潟駅の時刻表: www.jreast-timetable.jp/timetable/list1137.html 

 
• 新潟大学から新潟駅・古町方面の終電、最終バス情報 

新潟交通（バス） 
新潟駅方面 （最終から3本） 
11日 新大西門  22:22  22:37  23:15 
12-13日 新大西門  21:43  22:13  22:43 
 
JR越後線 
新潟駅方面（下り） 
11-13日 内野駅   22:40  22:51  23:11 

新潟大学前 22:44  22:54  23:15 
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〈発表に関する案内〉 
 
1. ポスター発表：掲示 
• ポスターボードのサイズは120cm（幅）x180cm（縦）です。ポスターは貼り替え制

です。発表番号がP1で始まる方は前半、P2で始まる方は後半となります。各番号の
場所に発表者が掲示してください。 

• 貼り替え時間は12日（土）の12:00-13:00です。貼付け用の押しピンは会場に用意し
ます。 

• 本大会では、大会参加者の投票によって評価された優れた発表に対して、ポスター賞
を前半・後半の中からそれぞれ若干名に授与します。受付時に投票用紙をお渡ししま
すので、ポスター前半、ポスター後半の発表の中で優れていると思ったポスターをそ
れぞれ1題選んで投票してください。11月12日の懇親会にてポスター賞を発表しま
す。 

 
2. ポスター発表：コアタイム 
• 発表者が必ず自分のポスターの前で待機し説明するコアタイムを12日（土）にもうけ

ます。 
• 前半（P1-*）：掲示期間 11日13:00-12日12:00、コアタイム 10:30-12:00 
• 後半（P2-*）：掲示期間 12日13:00-13日12:00、コアタイム 13:00-14:30 
 
3. ビデオ発表 
• ビデオ発表の発表時間は質疑応答込みで15分です。実行委員会でPC（Mac）を用意

しますが、ご自身のPCを使用することも可能です。事前の動作確認テストをセッショ
ン開始30分前より行います。発表者は必ず動作確認を行ってください。V1-V4の発表
者は9:00、V5-V7の発表者は14:00に発表会場であるライブラリーホールにお越し下
さい。 
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〈ポスター発表前半〉 
 
日 時：11 月 11 日（金）13:00 ‒ 17:30、11 月 12 日（土）9:00 - 12:00 
コア・タイム：11 月 12 日（土）10:30 ‒ 12:00 
場 所：ライブラリーギャラリー 
       
P1-01 どうしたら寄付を増やせるか？ 募金箱を使ったフィールド実験 

○小田亮・市橋良太（名古屋工大・情報） 
 
P1-02 ニホンザルのコドモの社会的遊びは毛づくろいと同じく紐帯強化の機能をもつ 
    ○島田将喜（帝科大・アニマルサイエンス）・セドリック＝スール（ストラスブール大・IPHC／

CNRS） 
 
P1-03 なぜあいつだけ可愛がられるのか：イヌの社会的報酬に対する不公平嫌悪 
    ○加園沙織（帝科大・理工学研究科）・今野晃嗣・藪田慎司（帝科大・生命環境・アニマルサイエ

ンス） 
 
P1-04 半野生馬における群れ内の空間的配置の解析 
    ○井上漱太（京大・野生動物）・山本真也（神戸大・国際文化）・リングホーファー萌奈美（神戸

大・国際文化）・Renata Mendonça（京大・霊長研）・平田聡（京大・野生動物） 
 
P1-05 未知・既知の障害物空間を飛行するコウモリの超音波ナビゲーション戦略 
    ○岸本啓太・山本雄也・山田恭史（同志社大・行動工学）・伊藤賢太郎（広大・理）・小林耕太・

飛龍志津子（同志社大・行動工学） 
 
P1-06 3 次元音響動態計測による野生コウモリの最適採餌戦略の検討 
    ○本居和也・濵井郁弥（同志社大・生命医科）・藤岡慧明（同志社大・研究開発推進機構）・福井

大（東京大・北海道演習林）・飛龍志津子（同志社大・生命医科） 
 
P1-07 食肉目の子殺しと性的二型の関係に対する系統種間比較：陸と海で異なる？ 
    ○原野智広・沓掛展之（総研大・先導研） 
 
P1-08 ニワトリ初生雛における脳内オキシトシン様神経ペプチドの行動影響 
    ○山本彩奈・竹内浩昭（静岡大・理・生物） 
 
P1-09 踊る文鳥は右利き？左利き？- 行動と視野の左右性 - 
    ○遠藤理香（北大・生命科学院）・相馬雅代（北大・院理・生物） 
 
P1-10 捕食者とメスに対するウグイスのオスの反応：ケージ実験 
    ○濱尾章二（国立科学博・動物） 
 
P1-11 シジュウカラの言語能力：単語の組み合わせによる情報伝達 
    ○鈴木俊貴（京大・生態研） 
 
P1-12 ハシブトガラスの集団移動には主導者がいるか？ 
    ○茂田井あゆみ・宮澤絵里（慶應大・院社研・心理）・伊澤栄一（慶應大・文・心理） 
 
P1-13 水田における渉禽類（コウノトリ・アオサギ・ダイサギ）の採餌行動比較 
    ○石川裕貴・江崎保男（兵庫県立大・地域資源マネジメント研） 
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P1-14 鳥類の情動・社会行動と扁桃体の関わり 
    ○池渕万季（理研・BSI、JST-ERATO・岡ノ谷情動情報）・Hans-Joachim Bischof（Bielefeld

大）・岡ノ谷一夫（理研・BSI、JST-ERATO・岡ノ谷情動情報、東大院・総合文化） 
 
P1-15 恋する文鳥のディスプレイ ～歌とダンスの統合～ 
    ○柴田真里（北大・院・生命科学）・相馬雅代（北大・院理・生物） 
 
P1-16 スズメにおける繁殖環境に依存した胚の性特異的死亡とその生理的要因 
    ○加藤貴大・沓掛展之（総研大・先導科学） 
 
P1-17 フェイントによる適中突破 蛇捕食者に対するカナヘビの至近戦対捕食者戦術 
    ○原田龍一（滋賀県彦根市） 
 
P1-18 ニホンアマガエルにおける給餌に対する慣れの統計解析 
    ○田邊眞太郎・宮竹貴久（岡山大院・環境生命）・粕谷英一（九大・理） 
 
P1-19 自身の繁殖不可状態を伝えるトノサマガエルのメスの鳴き声 
    ○伊藤真（京大院・理・動物行動） 
 
P1-20 二ホンウナギのお部屋探し（アパートメント編） -高さから見る巣穴選択- 
    熊本薫・大石雄一郎・榎本いず美・○赤川泉（東海大・海洋） 
 
P1-21 フウライチョウチョウウオはなぜペアで行動するのか？ 
    ○遠藤梓・坂井陽一（広大・生物生産） 
 
P1-22 トウヨシノボリにおけるビデオプレイバック実験の有効性 
    ○木村知里・曽我部篤（弘前大・農生） 
 
P1-23 協同繁殖魚 Neolamprologus pulcher の鏡像自己認知能力の検討 
    ○小見山史穂・堀田崇・幸田正典（大阪市大院・理） 
 
P1-24 縄張り性シクリッドにおける Dear enemy 維持にかかるコスト 
    ○十川俊平・幸田正典（大阪市大院・理） 
 
P1-25 カクレクマノミの社会順位：何匹までなら数えられる？ 
    ○岩田惠理・野尻健（いわき明星大・科学技術・動物行動） 
 
P1-26 掃除魚に擬態するニセクロスジギンポの摂餌行動は成長と共に変化する？ 
    ○藤澤美咲・坂井陽一（広大院・生物圏）・桑村哲生（中京大・国際教養） 
 
P1-27 スズキとヒラスズキにおける形態と捕食様式の種間比較 
    ○中村育・西海望（長崎大院・水環）・新垣誠司（九大・天草臨海）・河端雄毅（長崎大院・水環） 
 
P1-28 館山湾におけるウツボ Gymnothorax kidako のペアリング行動 
    ○大森尚也・須之部友基（海洋大・館山） 
 
P1-29 ルリスズメダイのメスの繁殖戦術 
    ○森菜摘・冨山毅・坂井陽一（広大院・生物圏）・馬場宏治（神戸市立須磨海浜水族園） 
 
P1-30 カモハラギンポの繁殖行動-ツンデレでイクメンな雄- 
    ○玉山若奈・佐野遥音（東海大・海洋）・中野正夫（Seahorse）・中地シュウ（黒潮研） 
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P1-31 館山湾におけるヘビギンポの繁殖生態 
    ○幸重さわ子・須之部友基（海洋大・館山） 
 
P1-32 配偶システムの形成における下垂体後葉ホルモンの影響の検討 
    ○福田和也（海洋大・館山）・辻田菜摘・国吉久人（広島大院・生物圏科学）・須之部友基（海洋

大・館山） 
 
P1-33 精子形質の戦術間変異：スニーカー雄の長寿命精子 
    ○中西絢子・竹垣毅（長崎大院・水環） 
 
P1-34 館山湾におけるキタマクラの繁殖行動 
    ○小川悠介・須之部友基（海洋大・館山） 
 
P1-35 コメグラサシガメにおける個性と生活史そして概日リズムの関係 
    ○松村健太郎・伊藤遼平・宮竹貴久（岡山大院・環境生命） 
 
P1-36 コオロギのオスは他種の鳴き声を盗聴して行動を変化させるか？ 
    ○栗和田隆（鹿児島大・教育・生物） 
 
P1-37 モンカゲロウの群飛行動：１日あたり最大飛翔個体数は何によって決まるか？ 
    ○菅太一・田邊慎太郎・松村健太郎・宮竹貴久（岡山大院・環境生命） 
 
P1-38 クロヤマアリの視覚による往路迷路学習が復路経路に与える影響について 
    ○崎山朋子（岡山大・自然科学・産業創成工学）・郡司幸夫（早稲田大・基幹理工学・表現工学） 
 
P1-39 オス同士でペアを組むシロアリの本当の目的とは 
    ○水元惟暁・矢代敏久・松浦健二（京大・農・昆虫生態） 
 
P1-40 低頻度の裏切り変異体の存在が集団の協力行動を効率化する 
    ○高島瑠伊・土畑重人（京大院・農・昆虫生態） 
 
P1-41 なぜか殺し合わない創設女王の出会いと協同繁殖 
    ○林晋也（農工大院・連大）・金子和央・野村浩介（農工大院）・高田守（農工大・農） 
 
P1-42 トゲズネハリアリにおける未交尾女王の存在 
    ○山口勇気（新潟大院・自然研）・工藤起来（新潟大・教育） 
 
P1-43 ヒラズオオアリにおける防御行動の時間的分業 
    ○藤岡春菜（東大院・総文・広域システム）・阿部真人（国立情報・ERATO）・嶋田正和・岡田泰和

（東大院・総文・広域システム） 
 
P1-44 RFID チップを用いたクロオオアリのコロニーに於ける個体毎の採餌行動時間間隔の解析 
    ○白石允梓（広大・理院・数理分子、JST CREST）・山中治・粟津暁紀・西森拓（広大・理院・数

理分子） 
 
P1-45 採餌中のマルハナバチは周囲の他個体の花選びを脇見しているか？ 
    ○崎田愛音（九大・システム生命）・川口利奈（龍谷大・農）・大橋一晴（筑波大・生命）・粕谷英一

（九大・理・生物） 
 
P1-46 オスのナミアメンボは流水域と止水域ではどちらを好むか？ 
    ○谷野俊介（帝京科学大院・アニマルサイエンス）・森貴久（帝京科学大・生命環境・アニマルサイ

エンス） 
 



 - 13 - 

P1-47 コウシュンシロアリにおける単為生殖能力の特性 
    ○小林和也・宮国泰史（京大・農・昆虫生態） 
 
P1-48 自然選択説の適用範囲～誤求愛説を例に 
    ○竹内剛（大阪府大・生命環境） 
 
P1-49 フタイロカミキリモドキにおける個体群間配偶実験を用いた性的対立仮説の検証 
    ○里見太輔・高見泰輿（神戸大・人間発達環境） 
 
P1-50 ナミアゲハの雄における交尾前と交尾後の性選択 
    ○佐々木那由太（筑波大院・生命環境） 
 
P1-51 ケチな母と質素な子ども達：投資量決定に関わる形質の局所適応 
    ○高田守・松尾侑紀（農工大・農） 
 
P1-52 アブラムシは異なる 2種類の社会をどのように進化・維持させるか 
    ○植松圭吾・沓掛磨也子・深津武馬（産総研・生物プロセス） 
 
P1-53 コクヌストモドキの死にまねをする系統としない系統で発現が異なる遺伝子群の解析 
    ○宮竹貴久（岡山大院・環境生命）・内山博允（農大・ゲノム）・佐々木謙（玉川大）・松村健太郎（岡

山大院・環境生命）・矢嶋俊介（農大・ゲノム） 
 
P1-54 オキナワハクセンシオマネキにおける自発的行為と反射行為の不定性 
    ○村上久（神奈川大）・都丸武宜（早稲田大）・望月優磨（神奈川大）・郡司ペギオ幸夫（早稲田大） 
 
P1-55 チゴガニの waving は、なぜ同調するのか？ ～モデル実験による検証～ 
    ○逸見泰久（熊本大・沿岸域セ）・河野容子（熊本大院・自然）・前田みゆき（熊本大・理）・笠村啓

司（熊本大・工） 
 
P1-56 ミナミコメツキガニの光走性を利用した群れの誘導と個体密度との関係 
    ○川井春菜（信州大院・生体医工学）・西山雄大（阪大）・森山徹（信州大）・野村収作（長岡技大） 
 
P1-57 エビ-ハゼ共生関係の見直し（Ⅱ）：エビの役割は巣穴提供だけじゃない（仮説） 
    ○山内宏子・十川俊平・太田和孝・幸田正典（大阪市大院・理） 
 
P1-58 ヤドカリの墓場～廃タイヤによるゴーストフィッシング～ 
    ○高辻貴一・曽我部篤（弘前大・農生） 
 
P1-59 マイナスの協力は実在するのか～キヌハダモドキでの検証  
    ○小蕎圭太（海洋大・館山）・関澤彩眞（東北大・農・水圏動物生理）・中嶋康裕（日大・経済） 
 
P1-60 アオリイカ群れ構成員の遺伝的組成の違いは異なる群れ気質を生むか？ 
    ○杉本親要（琉大・理・海洋自然）・井上-村山美穂（京大・野生動物研究セ）・池田譲（琉大・理・

海洋自然） 
 
P1-61 アオリイカ類アカイカ型における鏡への関心行動 
    ○池田譲（琉大・理・海洋自然） 
 
P1-62 トラフコウイカのコミュニケーションに対する環境エンリッチメント効果 
    ○安室春彦（琉大院・理工・海洋環境）・池田譲（琉大・理・海洋自然） 
 
P1-63 粘菌の探索行動とその数理モデル 
    ○伊藤賢太郎・小林亮（広大・理）  
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〈ポスター発表後半〉 
 
日 時：11 月 12 日（土）13:00 ‒ 17:30、11 月 13 日（日）9:00 - 12:00 
コア・タイム：11 月 12 日（土）13:00 ‒ 14:30 
場 所：ライブラリーギャラリー 
 
P2-01 「動画標本」の運用に伴ういくつかの課題 ‒ 研究者アンケートから 
    ○石田惣（大阪市立自然史博）・中田兼介（京都女子大）・西浩孝（豊橋市自然史博）・藪田慎司（帝

京科学大） 
 
P2-02 社会的場面におけるマウスの発声型とその機能 
    ○松本結（東大・総合文化・広域科学、NCNP・神経研・疾病七部）・浅場明莉（麻布大・獣医・伴

侶動物、NCNP・神経研・微細）・菅野康太（麻布大・獣医・伴侶動物、鹿大・法文・人文）菊水健
史（麻布大・獣医・伴侶動物）・本田学（NCNP・神経研・疾病七部）・岡ノ谷一夫（東大・総合文
化・広域科学） 

 
P2-03 加速度データの機械学習によるイエネコの大規模行動解析手法の確立 
    ○福田聡子（東大・院新領域・メディカル情報生命）・岩崎渉（東大・院新領域・メディカル情報生

命、東大・院理・生物科学、東大・大気海洋研） 
 
P2-04 飛行軌跡と視線の変化から探る群行動中のコウモリの衝突回避戦略 
    ○宮本聖・長谷一磨・山田恭史・伊藤賢太郎・小林耕太・飛龍志津子（同志社大・行動工学） 
 
P2-05 積丹と室蘭に来遊するカマイルカ（Lagenorhynchus obliquidens）の音響特性 
    ○松代真琳（酪農大院・獣医看護）・水口大輔（北水研）・藤田尚夫（ZEMHOUSE）・郡山尚紀（酪

農大・獣医看護） 
 
P2-06 ビデオロガーを用いた回遊中のキタゾウアザラシの採餌行動に関する研究 
    ○吉野薫（総研大・複合科学・極域科学）・安達大輝（東大）・内藤靖彦（極地研）・Patrick Robinson

（UCSC）・Daniel Costa（UCSC）・髙橋晃周（総研大/極地研） 
 
P2-07 繁殖・出産期における野生下ウマのビジランス：群構成と仔ウマ数との関係 
    ○リングホーファー萌奈美（神戸大・国際文化）・Renata Mendonça（京大・霊長研）・井上漱太

（京大・野生動物）・平田聡（京大・野生動物）・山本真也 （神戸大・国際文化） 
 
P2-08 コウノトリの隣接者関係 ―なわばり境界部での転位行動― 
    ○古城夏海・江崎保男（兵庫県立大・地域資源研・エコ） 
 
P2-09 ホッピングとウォーキングを行う鳥類の運動の比較 
    ○山﨑優佑（東京都） 
 
P2-10 ジュウシマツの地鳴き認識：発声パターンを用いた周波数依存的重要度の検討  
    ○神原哲都・竹内浩昭（静岡大・理・生物） 
 
P2-11 ハシブトガラスにおける顔形態の性差とその発達に伴う明瞭化 
    ○高橋奈々（東大院・認知行動）・伊澤栄一（慶應大・文・心理）・長谷川寿一（東大院・認知行動） 
 
P2-12 飼育下ハシブトガラス若鳥オス間における攻撃交渉と羽繕いの比率逆転 
    ○宮澤絵里・茂田井あゆみ（慶應大院・心理）・伊澤栄一（慶應大・文・心理） 
 
P2-13 ササゴイの 2つの餌釣り行動 
    ○岡本浩太朗（熊本大・院・自然）・逸見泰久（熊本大・沿岸域セ） 
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P2-14 八重山地域における外来種インドクジャク営巣阻止の試み～探索犬・擬卵 
    ○福原亮史・東江純之介・古堅宗秋（南西環境・外来生物）・峯光一（南西環境・生物環境） 
 
P2-15 音を出すためのタップダンス-ルリガシラセイキチョウの求愛ディスプレイ- 
    ○太田菜央（北大・生命科学院）・Manfred Gahr（マックスプランク鳥類学研究所）・相馬雅代（北

大・理・生物） 
 
P2-16 地味な雌ツバメは子に暖かく接する 
    ○長谷川克（総研大・先導研）・新井絵美（東北大・生命）・伊藤祥輔・若松一雅（藤田保健衛生大・

医療科学） 
 
P2-17 絶滅危惧種アカウミガメの産卵回帰行動の行動可塑性と適応性 
    ○工藤宏美・小林博樹（東大・空間情報）・大牟田一美（屋久島うみがめ館） 
 
P2-18 超正常刺激（メイトコール）を利用した外来種オオヒキガエルの防除法 
    ○原村隆司（京大・白眉セ/フィールド研）・竹内寛彦（京大・フィールド研）・Michael Crossland

（Univ. of Sydney）・Rick Shine（Univ. of Sydney） 
 
P2-19 アマゴの移動を探る！－アマゴが魅せた！成長の軌跡- 
    ○田中優・瀬戸和岳・伊東里那・岩田珠吏（東海大・海洋）・中道一彦・日名地出（気田川漁協）・

赤川泉（東海大・海洋） 
 
P2-20 小笠原諸島におけるユウゼン Chaetodon daedalma の生態 ①ペアでの行動と定住 
    ○松村哲・中村浩司・河原直明・中沢純一・市川啓介・遠藤周太・笹沼伸一・戸村奈実子・太田智

優（東京都葛西臨海水族園）・斉藤祐輔（東京都恩賜上野動物園）・荒井寛（東京都建設局） 
 
P2-21 イカナゴは砂中でいかに過ごすのか？： 休息・夏眠時の潜砂深度と呼吸活動 
    ○柴田淳也（広大・環境安全セ）・遠藤梓・冨山毅・坂井陽一（広大・生物生産） 
 
P2-22 やっぱ顔やで！～魚類における顔認知～ 
    ○堀田崇・幸田正典（大阪市大院・理） 
 
P2-23 「知っている」だけじゃない関係：魚における個体識別とは？ 
    ○佐伯泰河・十川俊平・堀田崇・幸田正典（大阪市大院・理） 
 
P2-24 魚の顔認知様式はほ乳類と似ているか？：「顔の倒立効果」の検証実験 
    ○川阪健人・堀田崇・幸田正典（大阪市大院・理） 
 
P2-25 セダカスズメダイ Stegastes alts のなわばり面積と藻類群 
    ○森朗遥・須之部友基（海洋大・館山） 
 
P2-26 捕食者に対する体の向きがマダイ稚魚の逃避成功に及ぼす影響 
    ○木村響・河端雄毅（長崎大院・水環） 
 
P2-27 オオクチバスに対する在来魚類の捕食回避行動の違い 
    ○佐竹祐亮・高倉耕一（滋賀県大・環境） 
 
P2-28 ヨウジウオ科ノコギリヨウジの繁殖生態 
    ○本田梓・須之部友基（海洋大・館山） 
 
P2-29 館山湾におけるベラ科オハグロベラの雌の産卵場所選択 
    ○佐久間光貴・長谷部謙介・須之部友基（海洋大・館山） 
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P2-30 いつ逃げる？～攻撃を受けたスニーカーの逃避戦略～ 
    ○太田和孝（大阪市大院・理） 
 
P2-31 一夫一妻魚イレズミハゼの逆方向性転換に伴う繁殖成功の変化 -雄を経ても雌の産卵能力は維持さ

れるのか- 
    ○齊藤洸介・坂井陽一（広大院・生物圏科学研究科） 
 
P2-32 クモハゼ雄が繁殖時に用いる２種類の音声シグナル 
    ○迎佳織（長崎大・院水環）・竹下文雄（熊本大・沿セ）・竹垣毅（長崎大・院水環） 
 
P2-33 瀬戸内海中西部におけるイネゴチの多彩な性成熟プロセスと雄性先熟性転換 
    ○鈴木寛永・坂井陽一（広大・院・生物圏） 
 
P2-34 メダカオスの配偶者防衛がメスの配偶者選択にもたらす影響 
    ○横井佐織（基生研）・安齋賢（遺伝研）・木下政人（京大院・農）・成瀬清（基生研）・亀井保博（基

生研）・Larry J. Young（エモリー大）・奥山輝大（MIT）・竹内秀明（岡大院・理） 
 
P2-35 動態を駆動する”行動”を推理する：マメゾウムシ実験系の非線形時系列解析 
    ○川津一隆（龍谷大/JSPS・PD）・岸茂樹（国立環境研究所） 
 
P2-36 鱗翅目の幼虫にみられる鳥の糞への化け方 
    ○櫻井麗賀（兵庫県大・地域創造）・鈴木俊貴（京大・生態研） 
 
P2-37 アリの学習が行動と意思決定に与える影響 
    ○野村浩介（農工大・農・応用昆虫）・小山哲史（農工大・農・動物行動）・山口剛（近藤蟻蜘蛛研

究所）・平岡毅（農工大・農・応用昆虫）・佐藤俊幸（農工大・農・動物行動） 
 
P2-38 私のために争わないで もうこれ以上 
    ○渡邊紗織・長谷川英祐（北大・農学院・動物生態） 
 
P2-39 複数の機能を持つシロアリの兵蟻フェロモン：衛生兵としての兵蟻の役割 
    ○三高雄希（京大院農・昆虫生態）・森直樹（京大院農・化学生態）・松浦健二（京大院農・昆虫生

態） 
 
P2-40 非線形時系列解析を用いたアリ社会における相互作用の定量化 
    ○阿部真人（国立情報研・JST ERATO）・中山新一朗（中央水研）・藤岡春菜（東大・広域）・嶋田

正和（東大・広域） 
 
P2-41 クロヤマアリ多女王制コロニーでの女王に対するワーカーの随伴性比較 
    ○秋野順治（京工繊大・生物資源） 
 
P2-42 単純なルールと個性によるトビイロケアリの離散・集合のスイッチング 
    ○久本峻平（早大・先進研） 
 
P2-43 RFID チップを用いたアリの分業ダイナミクスの定量的解析 
    ○山中治・白石允梓・粟津暁紀・西森拓（広大院理） 
 
P2-44 採餌対象の移動可能性により変化するトビイロシワアリの動員行動 
    ○中村哲朗・秋野順治（京工繊大・資源昆虫） 
 
P2-45 長期野外時系列データを用いたベイツ型擬態における頻度依存捕食の調査 
    ○加藤三歩（鹿大・連農）・潮雅之（龍大・理工）・本間淳（琉球産経、琉大・農）・立田晴記（琉大・

農）・近藤倫生（龍大・理工）・辻和希（琉大・農） 
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P2-46 武器と卵：なぜシロアリの女王は武器を持たないのか 
    ○柳原早希・矢代敏久・野嵜友成・松浦健二（京大院・農・昆虫生態） 
 
P2-47 オキナワチビアシナガバチの初期コロニーにおけるサテライト巣        
    ○関原永惠・五十嵐俊也（新潟大・教育）・片田真一（東京家政大・家政）・山平寿智（琉大・熱生

研）・工藤起来（新潟大・教育） 
 
P2-48 セーシェルショウジョウバエ雌の配偶者識別の行動解析 
    ○都丸雅敏（京工繊大・ショウジョウバエ）・秋野順治（京工繊大・CBFS） 
 
P2-49 ペアで翅を食い合うリュウキュウクチキゴキブリ 
    ○大崎遥花・粕谷英一（九大・理・生物） 
 
P2-50 ツノカメムシ科におけるメス親による子の保護の進化 
    蔡經甫（國立自然科學博物館）・吉澤和徳（北大・農・昆虫体系）・原野智広（総研大・先導研）・〇

工藤慎一（鳴門教育大院・学校教育） 
 
P2-51 理論の予測に反する寄生バチMelittobia の性比は野外では理論どおり!? 
    ○安部淳（明治学院大・教養） 
 
P2-52 昆虫の構造色多型を生む遺伝的背景に関する研究 
    ○熊野了州（帯畜大・昆虫生態）・鶴井香織（琉大・戦略的研究センター）・照屋清仁（沖縄県病害

虫防技センター）・吉岡伸也（東理大・物理） 
 
P2-53 オンブバッタの体色多型と背景色選択 
    ○井出純哉（久留米工大・工・教育創造工） 
 
P2-54 オキナワハクセンシオマネキの巣穴とメスと縄張り 
    ○都丸武宜（早稲田大）・村上久・望月優磨（神奈川大）・郡司ペギオ幸夫（早稲田大） 
 
P2-55 チゴガニの waving はオスをも誘引する？ 
    ○佐久川尚人（熊本大院・自然）・逸見泰久（熊本大・沿岸域セ） 
 
P2-56 他個体から離れたミナミコメツキガニは何をしているか？ 
    ○西山雄大（阪大・産連）・於久田翔真（滋賀大院・情報）・右田正夫（滋賀大・情報）・村上久（神

奈川大・情報）・都丸武宜（早稲田大・理工） 
 
P2-57 オカダンゴムシの丸くなる行動と捕食者の関係 
    ○鈴木誠治（北大院・農） 
 
P2-58 ハクセンシオマネキ雄の複数の求愛シグナルは栄養状態を反映するか？ 
    ○竹下文雄（熊本大・沿セ）・村井実（琉大・熱生研） 
 
P2-59 エゾアワビの蝟集に与える匍匐粘液の影響 
    ○松本有記雄・八谷光介・高見秀輝（水産機構・東北水研） 
 
P2-60 アオリイカ同種個体を見分けているのか？他者認知の再検討 
    ○川浦梨裟・青徹（琉大院・理工・海洋自然）・池田譲（琉大・理・海洋自然） 
 
P2-61 野外における頭足類の行動観察のための遠隔操作型無人探査機の有効性 
    ○岡本光平・池田譲（琉大・理・海洋自然） 
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P2-62 熱帯性タコ類 Callistoctopus aspilosomatis のオペラント条件付け学習 
    ○川島菫・安室春彦（琉大院・理工・海洋自然）・池田譲（琉大・理・海洋自然） 
 
P2-63 動物行動解析のための個体追跡ソフトウェア UMATracker 
    ○竹内理人（東工大・総合理工・知能システム）・山中治（広大・理・数理分子） 
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〈ビデオ発表〉 
 
日 時：11 月 12 日（土） 〈前半〉9:30 ‒ 10:30、〈後半〉14:30 ‒ 15:15 
場 所：ライブラリーホール 
 
〈前半〉 
9:30 ‒ 9:45 
V1 掃除魚に擬態するニセクロスジギンポが狙う餌とその反応 
   ○桑村哲生（中京大・国際教養）・藤澤美咲・坂井陽一（広大院・生物圏） 
 
9:45 ‒ 10:00 
V2 アマミホシゾラフグが海底につくる“ミステリーサークル”―最初期の砂の掘り方と完成期の模様のつ

くり方 
   ○川瀬裕司（千葉中央博・海）・近藤滋・Zuben Brown（阪大院・生命機能）・細田耕・清水正宏・岩

井大輔・進寛史・北嶋友喜（阪大院・基礎工学）・水内良（阪大院・情報科学） 
 
10:00 ‒ 10:15 
V3 トノサマガエルにおける同種他個体を犠牲にした捕食回避戦術 
   ○西海望（長崎大院・水環）・森哲（京大・理・動物） 
 
10:15 ‒ 10:30 
V4 双方向コミュニケーションの特徴と機能：タンチョウのダンスを例に 
   ○武田浩平・沓掛展之（総研大・先導研） 
 
〈後半〉 
14:30 ‒ 14:45 
V5 オトシブミ Pilolabus viridans の球状のゆりかご作り：P. r.とゾウムシ S. f.との比較をまじえて 
   ○櫻井一彦（成城大・社会イノベーション） 
 
14:45 ‒ 15:00 
V6 ヒメグモ類の捕食様式に特化したクモヒメバチ近縁二種の種特異的産卵行動 
   ○高須賀圭三（神戸大院・農・昆虫多様性） 
 
15:00 ‒ 15:15 
V7 アシナガサシガメによるクモの分散前幼体に適応した捕食行動 
   ○鈴木佑弥（筑波大・生命環境・生物） 
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〈参加者一覧〉 
 
P1：ポスター発表前半、P2：ポスター発表後半、V：ビデオ、◯：懇親会参加 

 
 
  

氏名 所属 講演番号 懇親会 

赤川泉 東海大・海洋 P1-20, P2-19 ◯ 
秋野順治 京工繊大・生物資源 P2-41, P2-44, P2-48  
安達寛子 北大・理・生物   
油川慧人 弘前大・農生・生物  ◯ 
阿部万純 井の頭自然文化園  ◯ 
安部淳 明治学院大・教養 P2-51 ◯ 
阿部真人 国立情報・JST ERATO P1-43, P2-40 ◯ 
安房田智司 新潟大・理・臨海  ◯ 
池田譲 琉大・理・海洋自然 P1-60, P1-61, P1-62, P2-60, 

P2-61, P2-62 
◯ 

池渕万季 理研・BSI P1-14 ◯ 
伊澤栄一 慶応大・文・心理 P1-12, P2-11, P2-12 ◯ 
石川裕貴 兵庫県立大・地域資源マネジメント

研 
P1-13  

石田惣 大阪市立自然史博 P2-01 ◯ 
井出純哉 久留米工大・工・教育創造工 P2-53  
伊藤賢太郎 広大・理 P1-05, P1-63, P2-04 ◯ 
伊藤真 京大院・理・動物行動 P1-19 ◯ 
伊東里那 東海大・海洋 P2-19 ◯ 
井上漱太 京大・野生動物 P1-04, P2-07 ◯ 
岩佐郁 富士宮市   
岩崎渉 東大・院理・生物科学 P2-03 ◯ 
岩田惠理 いわき明星大・科学技術・動物行動 P1-25  
岩田珠吏 東海大・海洋 P2-19 ◯ 
上田恵介 立教大  ◯ 
植松圭吾 産総研・生物プロセス P1-52 ◯ 
江藤毅 新潟大・CTER  ◯ 
榎本いず美 東海大・海洋 P1-20 ◯ 
遠藤梓 広大・生物生産 P1-21, P2-21 ◯ 
遠藤赳寛 弘前大・農生・動物生態  ◯ 
遠藤理香 北大・生命科学院 P1-09 ◯ 
大石雄一郎 東海大・海洋 P1-20 ◯ 
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氏名 所属 講演番号 懇親会 

大崎晴菜 弘前大・農生   
大崎遥花 九大・理・生物 P2-49 ◯ 
太田和孝 大阪市大院・理 P1-57, P2-30 ◯ 
太田菜央 北大・生命科学院 P2-15 ◯ 
大森尚也 海洋大・館山 P1-28 ◯ 
岡本浩太朗 熊本大・院・自然 P2-13 ◯ 
岡本光平 琉大・理・海洋自然 P2-61 ◯ 
小川悠介 海洋大・館山 P1-34 ◯ 
小山内泉帆 広島大・院・生物圏  ◯ 
小田亮 名古屋工大・情報 P1-01 ◯ 
粕谷英一 九大・理 P1-18, P1-45, P2-49 ◯ 
加園沙織 帝科大 理工学研究科 P1-03 ◯ 
加藤貴大 総研大・先導科学 P1-16 ◯ 
加藤三歩 鹿大・連農 P2-45  
金子弥生 農工大・農・地域生態システム  ◯ 
川井春菜 信州大院・生体医工学 P1-56  
川内谷亮太 北大・昆虫体系  ◯ 
川浦梨裟 琉大院・理工・海洋自然 P2-60 ◯ 
川坂健人 大阪市大院・理 P2-24 ◯ 
川島菫 琉大院・理工・海洋自然 P2-62 ◯ 
川瀬裕司 千葉中央博・海 V2 ◯ 
川津一隆 龍谷大/JSPS・PD P2-35 ◯ 
神原哲都 静岡大・理・生物 P2-10  
岸本啓太 同志社大・行動工学 P1-05  
木村祐貴 広島大・GCDC  ◯ 
木村知里 弘前大・農生 P1-22 ◯ 
木村響 長崎大院・水環 P2-26 ◯ 
工藤起来 新潟大・教育 P1-42, P2-47 ◯ 
工藤慎一 鳴門教育大院・学校教育 P2-50 ◯ 
工藤宏美 東大・空間情報 P2-17  
熊野了州 帯畜大・昆虫生態 P2-52 ◯ 
熊本薫 東海大・海洋 P1-20 ◯ 
蔵田智美 北海道大・獣医   
栗和田隆 鹿児島大・教育・生物 P1-36 ◯ 
桑村哲生 中京大・国際教養 P1-26, V1 ◯ 
小出祐紀 広島大学  ◯ 
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氏名 所属 講演番号 懇親会 
幸田正典 大阪市大院・理 P1-23, P1-24, P1-57, P2-22, 

P2-23, P2-24 
◯ 

小汐千春 鳴門教育大・自然系（理科）  ◯ 
小蕎圭太 海洋大・館山 P1-59 ◯ 
小林寛卓 弘前大・農生・生物  ◯ 
小林和也 京大・農・昆虫生態 P1-47 ◯ 
小見山史穂 大阪市大院・理 P1-23 ◯ 
小山哲史 農工大・農院・動物生命 P2-37 ◯ 
近藤あずさ 札幌市   
近藤湧生 岐阜大・教育学研究科   
齊藤洸介 広大院・生物圏・水圏資源 P2-31 ◯ 
佐伯泰河 大阪市大院・理 P2-23 ◯ 
酒井理 京大・理・動物  ◯ 
坂井陽一 広大院・生物圏 P1-21, P1-26, P1-29, P2-21, 

P2-31, P2-33, V1 
◯ 

坂上嶺 広島大学・院・生物圏  ◯ 
崎田愛音 九大・システム生命 P1-45  
崎山朋子 岡山大・自然科学・産業創成工学 P1-38  
佐久川尚人 熊本大院・自然 P2-55  
佐久間光貴 海洋大・館山 P2-29 ◯ 
櫻井一彦 成城大・社会イノベーション V5 ◯ 
櫻井麗賀 兵庫県大・地域創造 P2-36  
佐々木那由太 筑波大院・生命環境 P1-50 ◯ 
佐竹祐亮 滋賀県大・環境 P2-27  
佐藤俊幸 農工大・農・動物行動 P2-37 ◯ 
佐藤芳文 京都医療   
里見太輔 神戸大・人間発達環境 P1-49 ◯ 
佐野遥音 東海大・海洋 P1-30 ◯ 
志田佳名子 弘前大・農生・生物  ◯ 
柴田淳也 広大・環境安全セ P2-21 ◯ 
柴田真里 北大・院・生命科学 P1-15 ◯ 
嶋絵梨子 ひたちなか市   
島田将喜 帝科大・アニマルサイエンス P1-02 ◯ 
白井剛 都留文科大学  ◯ 
白石允梓 広大・理院・数理分子、JST CREST P1-44, P2-43 ◯ 
杉本親要 琉大・理・海洋自然 P1-60 ◯ 
菅太一 岡山大院・環境生命 P1-37  
鈴木誠治 北大院・農 P2-57 ◯ 
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氏名 所属 講演番号 懇親会 

鈴木光太郎 新潟大・人文・心理  ◯ 
鈴木俊貴 京大・生態研 P1-11, P2-36 ◯ 
鈴木寛永 広大・院・生物圏 P2-33 ◯ 
鈴木佑弥 筑波大・生命環境・生物 V7 ◯ 
須之部友基 海洋大・館山 P1-28, P1-31, P1-32, P1-34, 

P2-25, P2-28, P2-29 
◯ 

関澤彩眞 東北大・農・水圏動物生理 P1-59 ◯ 
関原永惠 新潟大・教育 P2-47  
瀬戸和岳 東海大・海洋 P2-19 ◯ 
曽我部篤 弘前大・農生 P1-22, P1-58 ◯ 
十川俊平 大阪市大院・理 P1-24, P1-57, P2-23 ◯ 
高島瑠伊 京大院・農・昆虫生態 P1-40 ◯ 
高須賀圭三 神戸大院・農・昆虫多様性 V6 ◯ 
高田守 農工大・農 P1-41, P1-51 ◯ 
高田宜武 水産機構・日水研  ◯ 
高辻貴一 弘前大・農生 P1-58 ◯ 
高橋奈々 東大院・認知行動 P2-11 ◯ 
竹内剛 大阪府大・生命環境 P1-48 ◯ 
竹内理人 東工大・総合理工・知能システム P2-63 ◯ 
竹垣毅 長崎大院・水環 P1-33, P2-32 ◯ 
竹下文雄 熊本大・沿セ P2-32, P2-58 ◯ 
武田浩平 総研大・先導研 V4 ◯ 
武山智博 岡山理大・生物地球  ◯ 
田中豊人 都健安研・生体影響  ◯ 
田中優 東海大・海洋 P2-19 ◯ 
田邊眞太郎 岡山大院・環境生命 P1-18, P1-37  
谷野俊介 帝京科学大院・アニマルサイエンス P1-46 ◯ 
玉山若奈 東海大・海洋 P1-30 ◯ 
都丸武宜 早稲田大 P1-54, P2-54, P2-56  
都丸雅敏 京工繊大・ショウジョウバエ P2-48 ◯ 
中嶋康裕 日大・経済 P1-59 ◯ 
中田兼介 京都女子大 P2-01 ◯ 
永田尚志 新潟大・CTER  ◯ 
中武洋祐 長崎大・水産   
中谷操希 北大・生命科学・相馬研   
中西絢子 長崎大院・水環 P1-33 ◯ 
中村育 長崎大院・水環 P1-27 ◯ 
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氏名 所属 講演番号 懇親会 

中村哲朗 京工繊大・資源昆虫 P2-44 ◯ 
中村浩司 東京都葛西臨海水族園 P2-20 ◯ 
西海望 長崎大院・水環 P1-27, V3 ◯ 
西山雄大 阪大・産連 P1-56, P2-56  
野村浩介 農工大・農・応用昆虫 P1-41, P2-37  
長谷川克 総研大・先導研 P2-16  
濵井郁弥 同志社大・生命医科 P1-06  
濱尾章二 国立科学博・動物 P1-10  
林晋也 農工大院・連大 P1-41 ◯ 
原田龍一 滋賀県 彦根市 P1-17  
原野智広 総研大・先導研 P1-07, P2-50 ◯ 
原村隆司 京大・白眉セ/フィールド研 P2-18 ◯ 
久本峻平 早大・先進研 P2-42 ◯ 
福田和也 海洋大・館山 P1-32 ◯ 
福田聡子 東大・院新領域・メディカル情報生

命 
P2-03 ◯ 

福原亮史 南西環境・外来生物 P2-14  
藤岡春菜 東大院・総文・広域システム P1-43, P2-40 ◯ 
藤澤美咲 広大院・生物圏 P1-26, V1 ◯ 
藤本将也 広島大・生物生産   
古城夏海 兵庫県立大・地域資源研・エコ P2-08  
逸見泰久 熊本大・沿岸域セ P1-55, P2-13, P2-55  
堀田崇 大阪市大院・理 P1-23, P2-22, P2-23, P2-24 ◯ 
本田梓 海洋大・館山 P2-28 ◯ 
松浦良史 大阪市大・理・生物  ◯ 
松代真琳 酪農大院・獣医看護 P2-05  
松村健太郎 岡山大院・環境生命 P1-35, P1-37, P1-53 ◯ 
松村哲 東京都葛西臨海水族園 P2-20 ◯ 
松本結 東大・総合文化・広域科学、NCNP・

神経研・疾病七部 
P2-02 ◯ 

松本有記雄 水産機構・東北水研 P2-59 ◯ 
水元惟暁 京大・農・昆虫生態 P1-39 ◯ 
三高雄希 京大院・農・昆虫生態 P2-39 ◯ 
宮澤絵里 慶応大・院社研・心理 P1-12, P2-12 ◯ 
宮竹貴久 岡山大院・環境生命 P1-18, P1-35, P1-37, P1-53 ◯ 
宮本聖 同志社大・行動工学 P2-04  
迎佳織 長崎大・院水環 P2-32 ◯ 
村上久 神奈川大 P1-54, P2-54, P2-56 ◯ 
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茂田井あゆみ 慶応大・院社研・心理 P1-12, P2-12 ◯ 
本居和也 同志社大・生命医科 P1-06  
森哲 京大・理・動物 V3 ◯ 
森朗遥 海洋大・館山 P2-25 ◯ 
森菜摘 広大院・生物圏 P1-29 ◯ 
安井行雄 香川大・農・昆虫  ◯ 
安室春彦 琉大院・理工・海洋自然 P1-62, P2-62 ◯ 
柳原早希 京大院・農・昆虫生態 P2-46 ◯ 
山口勇気 新潟大院・自然研 P1-42  
山﨑優佑 東京都 P2-09 ◯ 
山中治 広大・理院・数理分子 P1-44, P2-43, P2-63 ◯ 
山内宏子 大阪市大院・理 P1-57 ◯ 
山本彩奈 静岡大・理・生物 P1-08  
幸重さわ子 海洋大・館山 P1-31 ◯ 
油田照秋 新潟大・CTER   
横井佐織 基生研 P2-34 ◯ 
吉野薫 総研大・複合科学・極域科学  P2-06  
リングホーフ
ァー萌奈美 

神戸大・国際文化 P1-04, P2-07  

和田年史 兵庫県立大 自然研  ◯ 
和田幹彦 法政大・法／東京大共同研究員  ◯ 
渡邊紗織 北大・農学院・動物生態 P2-38 ◯ 


